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細胞 (simplecell)を示 している｡ それらの Cは､
"ある正確な方向を持った線分"であれば､場所
を問わず反応 し､それが特定の方向-動いて










不 明 )に よ る 眼 (eye)とハ イ パ ー カ ラ ム
(hyopercolumn)との関係の概念モデルである｡



















































































































(2)水平線分 0度は､垂直線分 90度よりも誘 目
性が強い傾向にあるが､有意差はない｡(t=1.77,
df=20,pく.10)｡













顔瀞併 生後 21日の雄 Fischer344/DuCrjラッ
トを25匹購入した｡









































































は ｢左辺である 1200の方向の線分｣である｡ 第 2
は ｢底辺である Ooの方向の線分｣である｡ 第 3
は ｢右辺である600の方向の線分｣である｡ 三角
形が提示された場合､この 3つのハイパーカラム













図 6,7,8;図 9,10,ll;図 12,13,14;図 15,16,17;







いる可能性 も指摘 されている (三谷 1995,考察
10;図6,7,8;図18,19,20;図36,37,38;図51,52,
53;図54,55,56;図57,58,59;図63,64,65;図69,




以上から､"三角形の誘 目性"は "円の誘 目性"
よりも生得的に高いという実験 4の結果は､生得
的必然である｡























(1996)の 29頁に掲げられた ｢空白群｣雄 2の "6
分 16秒-6分30秒'の 14秒間の2度 目に見る｢倒
























ラン ドの "17段階"(1964)を間提示 した｡その作
品は図 6のような倒立三角形よりな り､Shoichi
Ida (1994)の イ メ ー ジ コ ン セ プ トで あ る
HDescendedTriangle(下降する三角形)"でもあ
































図6 幾何学的 DescendedTriangle｢大｣の ｢右辺｣
を右視野で視覚走査するWistarラッ トN0.60
視覚走査検査箱へ導入後4分 21秒 980m秒時の
写真である(隈元 ･三谷 ･下野 ;2003)0




























図7 大 ･小倒立三角形の左 ･右斜線注視回数
パターン認識における大脳左半
球 :ブローカ領野の関与の可能性

















gLFR び手j好き 図 2の視覚走査検査箱の左奥の
部屋の中央に 1本の 147.58×19.42mmの黒い ｢水
平線分｣を提示 した上で､生後 49日の 6匹の動物
を手前の部屋から 10分間放置 した｡
ノ後果 動物が水平線分パターンを左から右-視覚




























図 8 10分間提示 された水平線分に対する視覚走査は主に左から右-







































































単位の詳細 4例 (三谷 ･隅元 2002b;図 5,図 6,図
7)中の 4例共に､フラクタル図形の視覚走査は L
-Rで行われていることである｡
7 倒立三角形も "右視野で視覚走査 される"
〔実験 6〕
隅元 ･三谷 ･下野 (2003､図 8､図 9､図 10､
図 11)は､上述の 3-6で記 した実験 6で､Wistar
ratが幾何学的 DescendedTriangleの右辺を右視
野で視覚走査することを発見 した｡
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